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　保険料については、事業計画に基づき、３カ年の給付費の見込み及び１号被保険者の推計 

により設定されます。今回は、第３期事業計画、平成18年から平成20年度までの保険料の設 

定になります。 

　上記給付費及び被保険者の推計から算定した１人当たりの月額保険料は、3,829円となります。 

　しかし町では、皆さま方の負担の軽減を図るため、給付基金を取り崩し、現行の保険料、 

月額3,600円と同額にします。 

 

※なお、今回の改正により、町民税非課税者の所得段階が１つ増え、現行５段階より６段階 

　に変更になります。 

　また、平成18年度、平成19年度における税制改正に伴い、激変緩和措置を講じます。 

介 護 給 付 費 

新予防給付費 

地域支援事業費 

高額サービス費等 

審査支払手数料 

　合　 　計 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

　
高
齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支

援
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の

地
域
介
護
に
関
す
る
専
門
家
を
配

置
し
て
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
総
合
相
談
・
支
援
を
実
施
し

ま
す
。 

　
な
お
、
町
で
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
業
務
を
円
滑
に
行

っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
公

正
で
中
立
的
な
運
営
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。 

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換 

①
要
介
護
認
定
区
分
の
変
更 

　
こ
れ
ま
で
は
「
要
支
援
」
〜
「
要

介
護
５
」
の
６
段
階
の
認
定
に
よ

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
給
付
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ

り
、
新
た
な
認
定
区
分
「
要
支
援

１
」
「
要
支
援
２
」
と
判
定
さ
れ

た
人
は
、
「
新
予
防
給
付
」
の
対

象
と
な
り
、
生
活
機
能
の
維
持
・

向
上
の
観
点
か
ら
、
従
来
と
は
違

っ
た
運
動
器
機
能
向
上
な
ど
の
予

防
重
視
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
要

介
護
１
」
〜
「
要
介
護
５
」
の
方

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
要
介
護
状
態
の
区
分
は
あ
わ

せ
て
７
段
階
に
な
り
ま
す
。 

　
平
成
12
年
４
月
よ
り
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
、
法
施
行
後
５
年

を
経
過
し
、
制
度
全
体
の
検
討
・
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
平
成
18
年
４
月
よ
り
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確

保
、
明
る
く
活
力
あ
る
超
高
齢
社
会
の
構
築
、
社
会
保
障
の
総
合
化
を

目
指
し
改
正
さ
れ
ま
す
。 

　
②
地
域
支
援
事
業
の
創
設 

　
「
要
支
援
」
「
要
介
護
」
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
を
中
心
に
、

基
本
健
康
診
査
や
医
療
機
関
等
と

連
携
に
よ
り
、
要
支
援
や
要
介
護

状
態
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

を
把
握
し
、
身
体
機
能
の
向
上
等

の
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
の

健
康
教
室
や
健
康
相
談
な
ど
を
実

施
し
、
介
護
予
防
に
関
す
る
基
本

的
な
知
識
の
普
及
、
啓
発
に
努
め

ま
す
。 

 

保
険
料
の
負
担
割
合 

　
介
護
給
付
費
は
、
国
・
県
・
町

の
負
担
で
50
％
、
１
、
２
号
被
保

険
者
の
保
険
料
50
％
で
ま
か
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
、
１
号
被
保
険
者
の
負
担

割
合
が
18
％
か
ら
19
％
に
、
２
号

被
保
険
者
の
負
担
割
合
が
32
％
か

ら
31
％
に
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま

す
。 

第3期事業計画による給付金の推計（国の推計ソフトによる） 

所得段階別保険料（平成18年度～平成20年度） 

人口及び被保険者の推計 

総人口 

40～64歳人口 

　比　率 

65～74歳人口 

　比　率 

75歳以上人口 

　比　率 

平成18年 

6,603人 

2,264人 

34.30％ 

914人 

13.80％ 

1,130人 

17.10％ 

（単位：円） 

平成19年 

6,510人 

2,241人 

34.40％ 

873人 

13.40％ 

1,166人 

17.90％ 

平成20年 

6,421人 

2,204人 

34.30％ 

835人 

13.00％ 

1,195人 

18.60％ 

 

平成26年 

5,782人 

1,908人 

33.00％ 

731人 

12.60％ 

1,217人 

21.00％ 

～ 平成18年度  

406,500,924 

50,807,100 

9,753,000 

30,360,000 

760,095 

498,181,119

平成19年度  

408,650,625 

53,509,393 

11,327,000 

30,360,000 

764,750 

504,611,768 

 

平成20年度  

410,948,962 

52,352,104 

14,809,000 

30,360,000 

758,290 

509,228,356 

 

第１段階（生活保護、老齢福祉年金受給者） 

第２段階（町民税非課税世帯、年金収入80万円未満）   

第３段階（町民税非課税世帯、年金収入80万円以上） 

第４段階（町民税本人非課税） 

第５段階（町民税本人課税） 

第６段階（町民税本人課税、基準所得金額200万円以上） 

段　　　　　　　　　階 月　　　　額 

1 , 8 0 0円（年額21,600円） 

1 , 8 0 0円（年額21,600円） 

2 , 7 0 0円（年額32,400円） 

3 , 6 0 0円（年額43,200円） 

4 , 5 0 0円（年額54,000円） 

5 , 4 0 0円（年額64,800円） 

保険料は変わらず!　  3,600円 月額 保険料は変わらず!　  3,600円 月額 

地域包括支援センターのイメージ図 

被保険者 

要支援1 要支援2 要介護2

要介護1

要介護5要介護4要介護3要介護2要介護1要支援 現行区分 

新区分 要介護3 要介護4 要介護5

新予防給付 介護給付 

総合相談・支援事業 総合相談・支援事業 

虐待防止・早期発見、権利擁護 虐待防止・早期発見、権利擁護 

多面的（制度横断的）支援展開 
行政機関、保健所、医療機関、児童 
相談所など必要なサービスにつなぐ 

介護予防 
マネジメント事業 

包括的・継続的 
マネジメント事業 

新
予
防
給
付
・
介
護
予
防
事
業 

マネジメント 

保健師など 

社会福祉士 

主任ケアマネージャー 

・センターの運営支援、評価 
・地域資源のネットワーク化 

・中立性の確保 
・人材確保支援 

地域包括支援センター 
運営協議会 

日常的個別指導 
・支援困難事例などへ 
　の指導・助言 
・地域でのケアマネー 
　ジャーのネットワー 
　クの構築 

長
期
継
続
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

新しい介護保険の全体像 

65歳以上のかた（第１号被保険者） 

健康診査や訪問調 
査などによる健康 
状態などの把握 

支援・要介護に 
なるおそれのあ 
るかた 

地域支援事業 
（介護予防事業） 
要支援・要介護に 
なることを防ぐた 
めの取り組み 
 

認定審査により要 
支援１、要支援２ 
と判定されたかた 

介護保険による 
新予防給付サービス 
の利用 
既存のサービスを自 
立促進の観点から見 
直し 

介護保険による 
介護給付サービス 
の利用 
例：訪問介護、通 
所介護など 
 
 

要介護状態区分の審査に加 
え、状態の維持または改善 
の可能性について審査 

非該当者 

要支援・要介護 
要介護認定審査 

地域支援事業 新予防給付 介護給付 

元気高齢者 
健康の維持・増進 
・介護予防教室 
・健康診査など 

要支援・要 
介護になる 
ことを防止 

適正なサービスに 
より状態を維持し、 
要介護状態になる 
ことを防止 
 

適正なサービスに 
より重度化を防止 

１号被保険者 
保険料 19％ 

18％ 

32％ 
25％ 

12.5％ 

12.5 
　％ 

２号被保険者 
保険料 31％ 

国の負担金 
　　　25％ 

県の 
負担金 
12.5％ 

町の 
負担金 
12.5％ 

認定審査により 
要介護１～５と 
判定されたかた 
 

地域包括支援センター 

（介護予防ケアマネジメント） 

居宅介護支援事業所 
（介護ケアマネジメント） 

 

要介護者 要支援者 

安
心
な
老
後
を
支
え
る
た
め
に 

〜
介
護
保
健
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
す
〜 

現 

在 

４
月
か
ら 

3｜広報ふながた18.3 広報ふながた18.3｜2



  

　
１
、
５
６
８
ト
ン
、
こ
れ
は
平

成
16
年
度
に
町
内
の
家
庭
や
事
業

所
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
量
で
す
。

種
類
別
の
内
訳
は
、
も
や
せ
る
ご

み
が
１
、
３
０
９
ト
ン
、
も
や
せ

な
い
ご
み
が
１
６
９
ト
ン
、
資

源
ご
み
が
90
ト
ン
で
、
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
に
換
算
す

る
と
634
ｇ
と
な
り
ま
す
。 

　
も
や
せ
な
い
ご
み
の
排
出
量
は

や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
推
移
す
る

と
、
約
30
年
後
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
も
が
み（
太
折
）の
処
分
場

が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、

多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
新
た
な

処
分
場
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
15
年
か
ら
新
し
い

焼
却
場
が
稼
働
し
た
こ
と
に
伴
い
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
焼
却
ご
み

と
す
る
な
ど
、
範
囲
が
拡
大
さ
れ

た
た
め
、
も
や
せ
る
ご
み
の
排
出

量
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
） 

　
ご
み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
は

た
く
さ
ん
の
お
金
・
人
手
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。 

　
ご
み
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と 

           

で
、
処
分
場
の
延
命
が
図
れ
る
と

と
も
に
貴
重
な
税
金
の
使
用
を
削

減
で
き
る
の
で
す
。 

    

　
町
内
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
実
に
６
％
で
す
。 

       

　
埋
立
ご
み
や
焼
却
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
る
残
り
94
％
の
物
の
中
に

は
、
再
生
可
能
物
も
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
国
の
調
査
で
は
家
庭

ご
み
の
約
60
％
が
容
器
包
装
と
言

わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
減
量
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
き
る
だ
け
ご
み
を
出
さ
な
い
生

活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

リ
サ
イ
ク
ル
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て
？ 

①
ご
み
の
減
量 

　
埋
立
処
分
場
の
寿
命
が
延
び
る

し
、
貴
重
な
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
ご
み
処
理
費
用
も
節
約
で

き
ま
す
。 

②
資
源
の
節
約 

　
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
森
林
や
熱

帯
雨
林
を
守
り
ま
す
。
鉄
や
ア
ル

ミ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
限
り
あ
る
天
然
資
源
の
節
約

に
な
り
ま
す
。 

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約 

　
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
か
ら
製
品
な

ど
を
生
産
す
る
と
、
バ
ー
ジ
ン
原

料
か
ら
製
品
を
生
産
す
る
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に
節
約
で
き

ま
す
。
特
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
は

97
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
な

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
前
に
、

ご
み
に
な
る
も
の
を
な
る
べ
く
使

わ
な
い
「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑

制
）」、
使
え
る
限
り
何
度
で
も
繰

り
返
し
使
う
「
リ
ユ
ー
ス
（
再
利

用
）」、
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

　
詳
し
く
は
次
の
頁
で
紹
介
。 

    

　
あ
ら
た
め
て
み
る
と
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
種
類
の
多
さ

に
驚
き
ま
す
。
新
聞
・
雑
誌
・
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
・
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
の
紙
類
、
カ
バ
ー
や

袋
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
類
、
缶
や
び

ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
イ
・

容
器
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

台
所
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
、
油

類
、
さ
ら
に
乾
電
池
や
布
類
ま
で
。

そ
の
他
に
も
、
壊
れ
た
傘
や
ガ
ラ

ス
製
品
、
不
要
に
な
っ
た
家
具
や

家
庭
電
気
製
品
等
々
、
あ
げ
れ
ば

切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
分
別
し
て

出
す
と
い
う
の
が
大
切
で
す
。
正

し
い
分
別
、
そ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル

の
第
一
歩
で
す
。 

こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
ほ
し
い 

　
　
　
　
　
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル 

①
指
定
袋
に
入
れ
て
名
前
を
書
い

て
出
し
ま
し
ょ
う
。 

②
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
６
時
30
分

〜
７
時
30
分
の
間
に
出
し
て
下
さ

い
。 

③
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
と
ご

み
は
き
ち
ん
と
分
け
ま
し
ょ
う
。 

 

　
ご
み
の
収
集
と
処
理
は
主
に
行

政
の
仕
事
で
す
が
、
地
域
に
暮
ら

す
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル

を
守
っ
て
分
別
し
、
決
ま
っ
た
日

時
と
場
所
に
出
す
と
い
う
協
力
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
他
に
も
、
街
の
中
に
は
ご

み
を
分
別
し
て
出
す
場
所
が
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
の
店
先
、
飲
物
の
自
動
販

売
機
の
横
な
ど
様
々
な
場
所
で
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
を
呼
び
か
け
る
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
ら
注
目

し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

 

ごみ減量大作戦 

も
っ
と
進
め
よ
う 

減
量 

　私たちの家庭からは、いったいどれくらいのごみが 

出されているかご存じですか？ 

　その量は平均すると、１世帯当たり１日2,252ｇです。 

　たとえば、１世帯１日あたり100ｇのごみを減量する 

ことにより、町全体で年間69,350㎏のごみと約153万円 

の経費が削減できます。 

100ｇのごみってどのくらい？ 

・ガラスびん140�　１本 

・食品トレイ　15～20枚 

・手ぬぐいとタオル１枚ずつ 

 

・ノート　１冊 

・バナナの皮　２枚 

・広告　８枚分 

～めざせ１世帯１日100ｇ減量～ 

ごみ100ｇ減量具体例 

使い捨て商品では 
なく、繰り返し使 
えるものや詰め替 
え商品を選ぶと… 

買いすぎ、作りす 
ぎをしないように 
心がけると… 

缶ビールを瓶ビールにする。 

そして瓶はお店に返す。 

⇒20ｇ減量 

洗剤容器などは詰め 

替え商品を利用する。 

⇒60ｇ減量 

　ごみ減量を達成するためには、町民のみなさんのご協力 

が必要不可欠です。 

　舟形町の約1,700世帯が、ほんの少しごみ減量を心がける 

だけで大きな効果をもたらすのです。 

上を見ていただくとわかるように100ｇというのは 

大変な量ではありません。  

ちょっとした心がけで100ｇは簡単に減らせます。  

さて100ｇがどのくらいかわかったところで  

１世帯１日あたりのごみ排出量を100ｇ減量するための 

具体的方法を紹介していきます。 

ご
み
ご
み 
ご
み 

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が 

生
活
し
て
い
く
上
で
必
ず
「
ご
み
」
は
出
ま
す 

物
や
食
事
が
豊
か
な
時
代
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど 

ご
み
の
排
出
量
は
増
え
続
け
て
い
ま
す 

こ
の
ご
み
を
ど
の
よ
う
に
減
ら
す
か
が 

私
た
ち
に
課
さ
れ
た
　
未
来
に
残
し
て
は
い
け
な
い 

課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
!?
 

ごみ減量大作戦 ごみ減量大作戦 

.

特集 特集 

◆１世帯１年間当たり 

◆１世帯１日当たり 

◆１人１年間当たり 

◆１人１日当たり 

（平成16年３月31日現在 

　／6,781人　1,908世帯） 

822㎏ 

2,252ｇ 

231㎏ 

634ｇ 

粗大ごみ 
0％ 

資源ごみ 

もやせない 
　ごみ 

11％ 

６％ 

もやせるごみ 

83％ 

一般廃棄物処理量と経費の実績 図１ 

500

0

1,000

1,500

2,000

平成15年 平成14年 平成13年 平成12年 平成11年 平成10年 

処理経費（単位：万円） 1 , 806 2 , 787 2 , 809 2 , 955 3 , 365 3 , 463

3 , 500  

3 , 000  

2 , 500  

2 , 000  

1 , 500  

1 , 000  

500  

0

粗大ごみ 
資源ごみ 
もやせないごみ 
もやせるごみ 
処理経費 

きゅうり１本 

⇒90ｇ減量 

納豆１パック 

⇒45ｇ減量 

(トン)

(万円)
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ごみ減量大作戦 ごみ減量大作戦 

 『リサイクル』という言葉は、「一度使った

ものを再び資源として利用する」という意味で

す。でも意味を知っているだけではなく、私た

ち一人ひとりが暮らしの中で実行することが大

切なのです。 

 平成３年に「再生資源利用促進法」が制定さ

れたのを契機に、ここ数年間で、・容器包装リ

サイクル法・家電リサイクル法・食品リサイク

ル法・建設リサイクル法・自動車リサイクル法

など様々な法により推進されてきました。しか

し、リサイクル対象も多種にわたり、製品によ

っては料金負担も発生するため、消費者にとっ

ては気が進まないのも現状です。 

 現在町で回収している資源ごみは、「缶、無

色びん、茶色びん、その他のびん、ペットボト

ル」の５種類です。また、古新聞・雑誌・段ボ

ール・牛乳パックなどは子供会、婦人会、PTA

で、食品トレーなどは、新庄市内のスーパーを

通じてリサイクルできます。 

 これらのリサイクルはごみの減量、資源の節

約、エネルギーの節約、そして地球温暖化の抑

制につながります。 

 私たちの身の回りにはリサイクル可能なもの

がたくさんあります。しかし、正しく分別しな

ければリサイクルはできません。 

 迷ったときは、識別マークを探してみてくだ

さい。飲料や酒類の缶、飲料・酒・しょうゆ用

のペットボトル、プラスチック・紙の容器包装

には識別マークを付けることが法律で定められ

ています。正しい分別、それがリサイクルの第

一歩です。ちなみに、ふたを外し中をきれいに

すすぐなどの作業も含めてこそ「分別」です！ 

　ごみとして捨てずに、繰り返し使うというこ

とが『リユース』の意味です。 

　リユースの代表選手として牛乳びんがあげら

れます。飲んだ後のびんを洗ってお店に戻せば、

それらの牛乳びんは専門業者に回収され、洗浄

・分類されて再び牛乳メ

ーカーに戻されます。そ

して安全に殺菌処理され

た後、再び製品をつめて

出荷される仕組みになっ

ているのです。 

 

こ
れ
ら
３
つ
の
Ｒ
の
取
り
組
み
に
は
、
実
は
望
ま
し
い

順
序
が
あ
る
の
で
す
。
ど
う
で
す
か
、
み
な
さ
ん
気
が
つ

き
ま
し
た
か
。 

　
第
一
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
で
す
。
製
品
を
作
っ
た
り
買
っ

た
り
す
る
と
き
に
は
、
使
い
終
わ
っ
た
後
に
出
る
ご
み
の

量
や
質
を
よ
く
考
え
て
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
も
の

を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
そ
の
も
の
を

少
な
く
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
大
事
な
の
で
す
。 

　
第
二
は
、
リ
ユ
ー
ス
で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
さ
ま

ざ
ま
な
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
問
題
は
そ
れ
ら
の
使
い
方
で
す
。
一
度
使

っ
た
も
の
を
す
ぐ
に
ご
み
に
は
し
な
い
工
夫
、
何
度
も
繰

り
返
し
て
利
用
す
る
心
が
け
が
必
要
で
す
。 

　
第
三
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
私
た
ち
が
リ
デ
ュ
ー
ス

と
リ
ユ
ー
ス
に
精
い
っ
ぱ
い
努
め
た
と
し
て
も
最
後
に
ご

み
は
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
を
た
だ
ご
み
と
し
て
捨
て
れ
ば
、

焼
却
す
る
際
や
処
分
場
に
埋
め
立
て
た
後
に
、
大
気
、
土

壌
、
水
系
な
ど
に
負
荷
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
で
き
る

か
ぎ
り
ご
み
を
少
な
く
す
る
と
と

も
に
、
も
う
一
度
資
源
に
も
ど
し

て
再
利
用
し
て
い
く
工
夫
と
努
力

が
大
切
な
の
で
す
。 

　「
循
環
型
社
会
」
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
様
々
な
法
整
備
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
当

に
必
要
な
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考

え
合
い
、
身
近
な
取
り
組
み
か
ら

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
Ｒ
は
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
工

夫
の
し
か
た
で
す
。
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
多
く
の
人
々
と
協
力
し
て

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
経
済
活

動
を
続
け
て
き
た
わ
が
国
は
現
在
、
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
の
ひ
っ
迫
や
、
将
来
的
な
鉱
物
資
源
の
枯
渇

に
対
す
る
懸
念
な
ど
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。 

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
日
本
の
経
済
活
動
へ
、

過
大
な
制
約
と
な
り
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
11
年
の
産
業
構
造
審
議
会
に
お
け

る
報
告
書
の
中
で
、R

e
d
u
c
e

（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
廃
棄

物
の
発
生
抑
制
）、R

e
u
se

（
リ
ユ
ー
ス
：
再
使
用
）、

R
e
c
y
c
le

（
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）
と
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
ス
リ
ー
ア
ー
ル
」
の
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

リ
デ
ュ
ー
ス 

リ
ユ
ー
ス 

リ
サ
イ
ク
ル 

ご
み
を
減
ら
す 

　
　
　
　
３
つ
の 

.

　３Ｒのなかでも『リデュース』は特に経費や

環境への負荷が少なくてすむ、すぐれた取り組

みです。それは実際どのようにして行うことが

できるのでしょうか。つまり、ごみそのものを

減らすこと、またはごみになるようなものを買

ったりしないということです。 

　みなさんはスーパーやコンビニに買い物に行

くとき、買い物袋を自分で持参していますか。

お店の多くではレジ袋をもらえますが、それを

使って捨てればごみになります。レジ袋は年間

一人当たり300枚も使われているといわれます。

私たち一人ひとりが自分で買い物袋を用意して

いけば、その分のごみが出されずにすむのです。

まだまだ気をつければ私たちにできることはた

くさんあります。学校や家庭で話し合ってみま

しょう。例えば… 
 
�安いからといって買いすぎたり、不要なもの

　を買ったりしない。 

�使いかけのものは最後まで使い、壊れかけた

　ものは修理して使う。 

�過剰に包装したものは買わないようにしたり、

　品物の包装は簡単にしてもらう。 

�品物を選ぶときには、丈夫で長持ちしそうな

　ものやあきのこないものを選ぶ。 

特集 特集 

◆家庭でできるリユース 

 実は私たちの暮らしには、昔からリユースの

取り組みがごく自然に行われていました。兄姉

が着ていた衣服を弟妹が「おさがり」としても

う一度着ることにより、衣服は大事に扱われて

きました。衣服ばかりでなく、道具や本、おも

ちゃなども、すぐに捨てたりはせずに兄弟姉妹

や親戚、友だちや近所の人々の間でゆずりあっ

て何度も活用されたものです。 

 最近ではフリーマーケットやリサイクルショ

ップなどが盛んになってきました。使わなくな

ったり使えなくなったりした品物がある場合は、

まずはリユースできるかどうかを考えてみると

いう姿勢が大切です。「まだ十分使えるものを

活かす」という昔から

の暮らしの知恵が、循

環型の社会を創ってい

くこととつながりあっ

ているのです。 
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わ だ い ①  

わ

だ

い

⑤

 

まちのわだい  まちのわだい  

わ

だ

い

④

 

　舟形保育所で、毎月１回「碁石あそび」を

教えてくれている佐藤政光さん(舟形４)に、

このたび園児たちから、かわいい手作りの感

謝状が贈られました。 

　佐藤さんは「碁石を使って遊ぶことで、考

える力を身につけてほしい」とボランティア

で行っており、南部保育所でも５年前から「石

取りあそび」を教えています。 

　夢中で石を取り合う碁石あそびは、子供た

ちにとって楽しみな時間の一つになっていま

す。 

　２月中旬、一の関大橋から若あゆ温泉へ通じ

るこぶしの道のこぶしの木150本を、親和会メ

ンバー13名が剪定し、さらに周辺の除雪をし

て下さいました。  

　同会は長沢地区の元気な高齢者の方々が集ま

って、地域づくりやボランティア活動をしてい

る団体で、こぶしの道の環境整備も８年前より

ボランティアで行っています。 

　その他、長沢駅前の環境整備やウッディーパ

ークの竪穴式住居の管理、長沢遊々塾への協力

など様々なボランティア活動を行っています。 

　２月26日（日）、長沢生涯学習センターに於いて、舟形

町銅板鍛金愛好会（会長：大場義次）の月例会が行われ

ました。同愛好会は４年前に活動を開始し、会員は現在

17名です。 

　これまでに各小学校や各公共施設、若あゆ温泉などに数々

の作品を寄贈されていますので、訪れた際にはその技を

どうぞご覧下さい。 

◆真見　さやか 
◆ｓ59．７．15 
◆現在の職業は…尾花沢で歯科衛生士 
　をしています。  
◆将来の夢は…早く一人前の歯科衛生 
　士になりたい。  
◆趣味は…愛犬のナナちゃん(ﾖｰｸｼｬﾃﾘｱ) 
　との散歩です。  
◆今何がしたい…本州を出たことがな 
　いので、海の向こうに行きた～い�  
◆マイブームは…風呂上がりのストレッ 
　チ体操。  
◆舟形町に住んでいて…四季がはっき 
　りしていて好きです。  
◆みんなに一言…芸能人は歯が命。 
　歯の定期検診は是非「おおるいデン 
　タルクリニック」へ(^_^)/̃ 
 
 
 

わ だ い ⑤  

　２月24日（金）、長沢保育所に於いて、

食育についての手作り人形劇が行われ

ました。 

　これは、食生活改善推進協議会が小

さいうちから食事に関心を持ち、食事

の大切さを学んでほしいと町内３保育

所で３年前から行っているものです。 

　人形劇やパネルを使った説明に、園

児たちも興味津々。「魚は身体を作る

んだよ」「ご飯は身体を動かすんだよ」

会員の指導と共に楽しく学びました。 

　会長の沼沢紀美子さんは「実際家庭

で食事をとるときも、これは身体を作

るものか、動かすものか、バランスを

とるものか、など考えてながら食べる

習慣を持ってもらえたら」と話してい

ました。 

　この度、町選挙管理委員及び委員長として、多年にわたり選挙の

管理執行及び啓発事務に尽力された叶内 壽男 氏（長沢２）に、総務

大臣より感謝状が贈られました。 

　２月28日（火）、堀内小学校に於いてチェリ

ーブロッサムコンサートが開催されました。 

　これは茅野博さん（トロンボーン）、平桜

いづみさん（ピアノ）、矢部直子さん（クラリ

ネット）の３人によるボランティアグループ

『さくら』が開催したもので、「聖者の行進」

「ハウルの動く城のテーマ」など、迫力ある

生演奏を繰り広げました。 

　近年、吹奏楽部に入部する子供たちも減っ

ているようですが、生の演奏に触れた児童た

ちは「自分も演奏できるようになりたい」な

どと夢を膨らませていました。 

　『さくら』は生の演奏を間近で聴くことで、

音楽を心から楽しんでもらいたいという思い

から活動を始めたそうです。 

　３月３日(金)、各保育所で「ひな祭り」が 
行われました。（写真：南部保育所） 

　
小
国
川
漁
業
協
同
組
合
稚
鮎
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月 

中
旬
に
か
け
て
、
体
長
約
５
㎝
の
仔
鮎
58
万
匹
を
養
殖 

漕
に
入
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
海
水
温
が
上
が
ら
ず
、
１
週
間
遅
れ
の
放
流 

に
な
り
ま
し
た
が
、
５
月
中
旬
に
は
体
長
８
㎝
ほ
ど
に 

成
長
し
た
鮎
を
小
国
川
へ
放
流
し
ま
す
。 

碁石を通じて学んでほしい 
長沢親和会 
　　こぶしの道を手入れ 

　3/11(土)、今年、豪雪により延期になっていた、 
平成18年舟形町消防団安全祈願式が行われました。 
　またこの度、（財）日本消防協会より寄贈された、 
消防指揮広報車の納車式もあわせて行われました。 

長年の功績に感謝 

緻密な鍛金で作品を作り出す 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

camera
  angle

camera
  angle

食事って大事だね 

わ

だ

い

②

 

わ だ い ③  

わ だ い ⑥  

わ

だ

い

①

 

生の音色に聴き入って 
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行
財
政
改
革 
行
財
政
改
革 

三
位
一
体
の
改
革 

　
た
だ
、
現
代
は
、
経
済
の
安
定

成
長
期
に
は
い
り
、
税
収
の
伸
び

が
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
バ
ブ
ル

崩
壊
や
そ
の
後
の
景
気
浮
揚
対
策

と
し
て
実
施
し
た
公
共
事
業
債
務

の
増
嵩
と
そ
の
償
還
金
等
に
よ
り
、

国
・
地
方
と
も
財
政
構
造
が
悪
化

し
て
い
ま
す
。 

　
政
府
は
、
三
位
一
体
の
改
革
と

し
て
、
平
成
16
年
か
ら
18
年
度
ま

で
の
３
カ
年
間
を
改
革
年
度
と
し

て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。 

◆
税
源
移
譲
／
個
人
住
民
税
、
消

費
税
の
拡
充
に
よ
る
税
源
の
地
方

へ
の
移
譲 

◆
交
付
税
制
度
／
現
行
、
交
付
税

制
度
の
廃
止
と
税
収
格
差
緩
和
の

た
め
の
新
財
政
調
整
制
導
入 

◆
補
助
金
の
見
直
し
　
政
策
誘
導
、

奨
励
的
補
助
金
の
廃
止 

を
三
位
一
体
の
改
革
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
の
舟
形
町
に

交
付
さ
れ
る
交
付
税
の
額
が
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　 

地
方
分
権 

　
平
成
12
年
度
に
制
定
さ
れ
た
、

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
地
域
に

密
着
し
た
独
自
の
政
策
を
創
る
た

め
、
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
ど
の
よ
う
な
町
を

創
っ
て
い
く
の
か
を
自
ら
決
定
し
、

責
任
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

　
人
口
の
減
少
、
三
位
一
体
の
改

革
、
地
方
分
権
社
会
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
多
く
の
自
治
体
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
で
す
。 

　
町
が
掲
げ
る
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」や「
情
報
の
共
有
」と
い

う
テ
ー
マ
は
新
し
い
発
想
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
従
前
か
ら
こ
の
地
域

の
伝
統
と
生
活
慣
習
の
中
で
培
わ

れ
て
き
た
文
化
の
中
に
沢
山
あ
っ

た
は
ず
で
す
。
た
だ
、
高
度
経
済

成
長
期
や
不
動
産
バ
ブ
ル
期
な
ど

右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
時
代
に

は
、
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
現
在
の
よ
う
な
、
経
済
の
安
定

成
長
期
に
は
、
持
続
可
能
な
町
の

財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
町

民
と
行
政
、
そ
し
て
町
民
相
互
の

信
頼
関
係
を
再
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。 

　
ふ
な
が
た
改
革
推
進
プ
ラ
ン
は
、

平
成
17
年
度
を
初
年
度
と
し
、
平

成
21
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を
計
画

年
次
に
し
て
い
ま
す
。
行
政
の
事

務
事
業
を
ス
リ
ム
に
し
、
公
共
性

の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
人
々

の
英
知
を
結
集
し
て
、
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

ふ
な
が
た
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を

議
会
へ
説
明 

　
２
月
23
日
、
町
議
会
の
全
員

協
議
会
に
推
進
本
部
が
取
り
ま

と
め
た
、
ふ
な
が
た
改
革
推
進

プ
ラ
ン
の
原
案
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
全
員
協
議
会
で
は
、
①
行
政

の
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
、
町
民

の
目
線
に
あ
っ
た
行
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
。
②
補
助
金
の
検

討
委
員
会
と
は
、
内
部
の
検
討

会
な
の
か
外
部
に
委
託
す
る
の
か
。

な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

　
町
と
し
て
は
、
当
面
、
内
部

的
に
検
討
し
、
行
政
評
価
の
あ

り
方
を
含
め
次
年
度
以
降
に
形

作
っ
て
行
き
た
い
と
説
明
を
行

い
ま
し
た
。 

ま
ち
づ
く
り
審
議
会 

　
２
月
27
日
、
ま
ち
づ
く
り
審

議
会
で
前
回
に
引
き
続
き
、
ふ

な
が
た
改
革
推
進
プ
ラ
ン
答
申

に
向
け
た
審
議
会
が
行
わ
れ
、

今
回
は
、 

・
民
間
委
託
の
推
進 

・
定
員
管
理
と
給
与
等
の
適
正
化 

・
出
先
機
関
の
見
直
し 

・
経
費
節
減
の
財
政
評
価 

・
ふ
な
が
た
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
公
表
方
法 

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
検
討
時
期
と
実
施
時
期
を
明

確
に
し
た
こ
と
で
、
「
計
画
年

次
に
実
際
実
施
で
き
る
の
か
」
「
当

事
者
と
の
調
整
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
」
な
ど
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ

く
り
審
議
会
で
は
、
３
月
13
日

の
審
議
会
で
答
申
に
向
け
た
内

容
の
調
整
を
行
い
、
３
月
17
日

に
町
長
へ
答
申
書
を
提
出
し
ま

し
た
。 

　
町
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
、

改
革
推
進
本
部
で
答
申
内
容
を

整
理
し
、
ふ
な
が
た
改
革
推
進

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
公
表
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
人
口
の
減
少 

　 　
舟
形
町
は
、
昭
和
29
年
の
町

村
合
併
時
に
は
１
万
２
千
人
い

た
人
口
が
、
年
々
減
り
続
け
、

平
成
17
年
の
国
勢
調
査
人
口
（
速

報
値
）
で
は
、
６
，
６
７
１
人
と
、

こ
の
50
年
余
り
で
４
割
強
の
人

口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

人
口
の
国
内
移
動 

　
こ
の
50
年
間
の
前
半
は
人
口

の
国
内
移
動
に
よ
る
流
出
入
で
、

日
本
全
体
で
は
増
加
を
見
て
い

ま
す
。
た
だ
、
地
方
で
は
過
疎
、

都
市
圏
域
で
は
過
密
な
ど
の
諸

問
題
を
起
こ
し
な
が
ら
も
、
日

本
経
済
は
確
実
に
成
長
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
舟
形
町
は
こ

の
時
期
、
昭
和
45
年
に
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
、
そ
の
優
遇

制
度
を
活
用
し
、
都
市
部
と
の

格
差
是
正
の
た
め
多
く
の
地
域

振
興
策
を
実
施
し
、
社
会
資
本

の
拡
充
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

 

出
生
率
の
低
下 

　
後
半
は
、
前
半
ほ
ど
の
人
口

流
出
が
な
く
な
っ
た
も
の
の
長

期
の
人
口
流
出
に
よ
る
、
生
産

年
齢
人
口
（
15
歳
か
ら
64
歳
）

の
減
少
と
出
生
率
の
低
下
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
次
の
表
は
、
「
最

上
地
域
の
概
況
平
成
17
年
版
」

か
ら
ひ
ろ
っ
た
合
計
特
殊
出
生

率
の
推
移
で
す
が
、
人
口
増
と

な
る
た
め
に
は
理
論
的
に
、
２
．

０
０
を
超
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
舟
形
町
で
は
14
年
度
の
１
．

８
３
。
全
国
及
び
山
形
県
と
比

較
し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
数
値
を
見
る

限
り
で
は
人
口
増
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
年
齢
構
成
で
見
て

い
く
と
、
０
歳
か
ら
14
歳
ま
で

の
年
少
人
口
の
占
め
る
割
合
が

小
さ
く
な
り
、
65
歳
以
上
の
老

年
人
口
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

  

　
地
方
交
付
税
の
動
向 

　 　
地
方
交
付
税
制
度
は
、
財
政

調
整
機
能
が
極
め
て
高
い
制
度

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
各
自
治
体
、
各
地

域
間
に
経
済
力
の
格
差
が
あ
る

場
合
、
税
収
に
著
し
い
格
差
が

生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
必
要
最
小
限
度
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
は
維
持
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全
国
の
平

均
化
も
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全
て
の

地
方
公
共
団
体
が
一
定
水
準
の

行
政
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
財
源
を
保
証
し
よ
う
と
す
る

趣
旨
で
、
国
税
収
入
の
一
定
割

合
を
地
方
共
有
財
源
と
し
、
団

体
ご
と
に
、
そ
の
財
政
需
要
と

財
政
収
入
と
を
合
理
的
に
算
定
し
、

財
源
の
不
足
す
る
額
を
補
填
し

よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。 

（注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員 

　　　　の給与水準を示す指数である。  

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指 

　　　　数を単純平均したものである。 

 

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） 

合計特殊出生率の推移 

舟形町 類似団体平均 全国町村平均 

平成12年 
97.4

105 

100 

95 

90

平成17年 
94.9

平成12年 
94.8

平成17年 
93.1

平成12年 
96.2 平成17年 

93.7

最上地域 

舟形町 

山形県 

全　国 1.34 1.36

1.56

1.62

1.81

1.58

1.39

1.33 1.32

1.54

1.831.83

1.83

1.72

1.49

1.29

1.94

1.38

1.59

1.69

資料：人口動態統計より 

ふ
な
が
た
改
革
プ
ラ
ン
（
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
）
は
、
現
在
、
庁

内
の
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
　
伊
藤
　
和
昭
町
長
）
が
取
り
ま
と

め
た
原
案
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
（
伊
藤
　
宏
会
長
）

で
、
鋭
意
検
討
、
審
議
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、
改
革
推
進
プ

ラ
ン
策
定
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。 

1.0
Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15

1.5

2.0

一般行政職員　年齢別構成表（17年４月1日現在） 

今後の定員適正化計画（各年４月1日現在） 

部　門 

一　般 
行政職 

業務員 

計 

17年度 
１年目 

20歳 

未満 

20歳 

23歳 

24歳 

31歳 

28歳 

31歳 

32歳 

35歳 

36歳 

39歳 

40歳 

43歳 

44歳 

47歳 

48歳 

51歳 

52歳 

55歳 

56歳 

59歳 

60歳 

以上 
計 

930615172075109310

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

18年度 
２年目 

19年度 
３年目 

20年度 
４年目 

21年度 
５年目 

22年度 
６年目 

90 

３ 

93

89 

３ 

92

88 

３ 

91

88 

３ 

91

88 

３ 

91

87 

3 

90

区
　
分 

職
員
数 

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と 

情
報
の
共
有 

11｜広報ふながた18.3 広報ふながた18.3｜10



  

●
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス 

　
満
65
歳
以
上
の
方
へ
マ
ッ
サ
ー

ジ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。 

（
平
成
18
年
度
よ
り
４
枚
交
付
） 

 

●
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ふ
れ

あ
い
事
業 

　
80
歳
以
上
の
方
へ
タ
ク
シ
ー
助

成
券
を
交
付
し
ま
す
。 

（
但
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
、
他

の
移
送
事
業
を
受
け
て
い
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。
） 

 

●
ね
た
き
り
老
人
等
移
送
サ
ー

ビ
ス
事
業 

　
ね
た
き
り
老
人
等
で
リ
フ
ト
付

き
車
両
以
外
で
の
移
動
が
困
難
な

方
に
、
通
院
等
で
使
用
す
る
場
合

に
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。 

（
但
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
、
他

の
移
送
事
業
を
受
け
て
い
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。） 

 

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム 

　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
単
身
世

帯
等
の
方
で
、
身
体
上
慢
性
的
な

疾
患
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
を
営

む
う
え
で
支
障
が
あ
る
方
に
、
最

上
広
域
本
部
へ
直
接
連
絡
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
ま
す
。 

 

●
ね
た
き
り
老
人
お
む
つ
事
業 

　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、

３
ヵ
月
以
上
ね
た
き
り
状
態
で
、

常
時
お
む
つ
が
必
要
な
方
に
、
在

宅
で
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
お
む
つ
を
提
供
し
ま
す
。 

（
入
院
中
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、

施
設
を
利
用
期
間
中
は
該
当
し
ま

せ
ん
。）
　 

    

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
券 

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
下
肢
・
体

幹
・
視
覚
障
碍
１
、
２
、
３
級
及

び
内
部
障
碍
１
、
２
級
）、
療
育
手

帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
へ
タ
ク
シ
ー

助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。 

（
但
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
、
他

の
移
送
事
業
を
受
け
て
い
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。） 

 
●
重
度
身
体
障
碍
者
ひ
ま
わ
り
事
業 

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
の

方
で
、
リ
フ
ト
付
き
車
両
以
外
で

の
移
動
が
困
難
な
方
に
助
成
券
を

交
付
し
ま
す
。 

（
但
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
、
他

の
移
送
事
業
を
受
け
て
い
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。） 

 

●
重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療

給
付
制
度 

　
心
身
に
重
度
の
障
碍
を
お
持
ち

の
方
へ
医
療
費
が
軽
減
さ
れ
る
医

療
証
を
交
付
し
ま
す
。 

 

●
重
度
身
体
障
害
者
介
護
用
車

両
改
造
費
等
助
成
事
業 

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
肢
障
碍

１
、
２
級
、
体
幹
１
〜
３
級
の
所

持
者
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
方

で
障
碍
者
の
た
め
に
自
動
車
を
改

造
す
る
場
合
そ
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。 

 

●
特
別
障
害
者
手
当
（
障
害
児

福
祉
手
当
） 

　
重
度
の
障
碍
を
持
ち
、
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
方
へ
国
で
手
当
を

支
給
し
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
へ 

障
害
者
手
帳
を 

　
　

お
持
ち
の
方
へ 

   

●
児
童
手
当 

　
出
生
届
や
転
入
時
に
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
乳
幼
児
医
療
給
付 

　
就
学
前
児
童
の
医
療
費
が
軽
減

さ
れ
る
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

出
生
届
や
転
入
時
に
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
こ
ど
も
養
育
支
援
金 

　
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
に

５
０
、０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

出
生
届
時
に
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
（
17
年
度
か
ら
の
支
給

時
期
に
つ
い
て
は
、
決
定
通
知
書

交
付
日
よ
り
６
ヵ
月
後
に
な
っ
て

い
ま
す
。） 

   

●
児
童
扶
養
手
当 

　
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養

し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
の
方
へ

支
給
し
ま
す
。 

支
給
月
額
…
９
、８
８
０
円
〜 

　
　
　
　
　
　
　

４
１
、８
８
０
円 

 

●
母
子
寡
婦
福
祉
資
金 

　
母
子
家
庭
の
方
と
寡
婦
の
方
に

低
利
で
資
金
を
貸
付
し
ま
す
。 

    

●
特
別
児
童
扶
養
手
当 

　
身
体
、
知
的
又
は
精
神
に
重
い

障
碍
の
あ
る
20
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
を
養
育
し
て
い
る
方
へ
支
給
し

ま
す
。 

支
給
月
額
… 

　
　
１
級
　
５
０
、９
０
０
円 

　
　
２
級
　
３
３
、９
０
０
円 

●
重
度
心
身
障
碍
児
者
養
育
支

援
手
当 

　
手
帳
３
級
以
上
又
は
知
的
・
精

神
障
碍
を
持
ち
常
に
介
護
を
有
す

る
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
方
へ
支
給
し
ま
す
。 

お
子
さ
ん
が 

　
　

生
ま
れ
た
方
へ 

母
子
家
庭 

　
　
　

な
ど
の
方
へ 

障
碍
を
お
持
ち
の 

お
子
さ
ん
を
養
育 

し
て
い
る
方
へ 

　高齢者や障碍を持たれた 

方、お子さんが生まれた方 

へ次のような福祉サービス 

があります。サービスを受 

けるには、申し込みが必要 

です。 

　申請には印鑑が必要です。 

　助成券等は発行まで多少 

時間がかかりますので、前 

もって町民課健康福祉班の 

担当にご連絡ください。 

　�32－2111（内線18・92） 

　サービスの中には個人や 

世帯の所得額・所得税額と 

世帯の町税の納付状況が影 

響してくる場合もあります。 

　他のサービスを受けてい 

る場合、受けられないサー 

ビスもあります。 

届け出に必要なもの 

母

子

手

帳

 

戸
籍
謄
本（
本
籍
が
町
外
の
人
） 

在
学
証
明
書
か
合
格
通
知 

印

鑑

登

録

証

 

転

出

証

明

書

 

老
人
医
療
証
・
介
護
保
険
証 

社
会
保
険
脱
退
証
明
書 

健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど 

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書 

国
民
健
康
保
険
証 

届

出

人

の

印

鑑

 

区　　　分 

出生届（14日以内） 

死亡届（７日以内） 

転　　入　　届 
（転入後14日以内） 

転　　居　　届 
（転居後14日以内） 

国民健康保険へ加入 
（社会保険などを脱退したとき） 

国民健康保険を離脱 
（社会保険などに加入したとき） 

婚　　姻　　届 
（届出日が婚姻の日です） 

国民健康保険証の分離 
（学生、出稼ぎ、旅行など） 

転　　出　　届 
（転出前に） 

※国民健康保険証など●のものは、該当している人のみお持ちください。 

※転居とは町内での住所異動のこと、転出とは町外への異動のことです。 

※窓口は、昼休みも業務を行っていますのでご利用下さい。また、戸籍に 

　関する届け出は、執務時間以外でも休日夜間窓口で受け付けています。 

　【問い合わせ】まちづくり課　統括班（内線23・24） 

★水道使用の申込や廃止…振興課  上下水道班（内線35・36） 

★行政防災無線の申込や廃止…総務課  総務班（内線38・48） 

★小中学生の転入など……教育委員会（内線63・64） 

★引っ越しのゴミは…… 

　●粗大ゴミ・不燃ゴミ 

　リサイクルプラザもがみ　舟形町太折　�（32）2042 
　●可燃ゴミ 

　エコプラザもがみ　鮭川村川口　�（22）3838

※電気、電話、ガス、郵便の手続きもお忘れなく！ 

その
1

その
2

その
3

●
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先 

　
町
民
課
健
康
福
祉
班
へ 

　
�
32
―
２
１
１
１（
内
線
18
・
19
） 
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※今回公表する町内別人口と世帯数及び地区別人口 
　は、町独自の推計によるものです。 
※総務省統計局が公表する要計表による人口集計と 
　は異なる場合があります。 

町の人口 6，671人 
◆人口は6，700人割れ 
◆県内35市町村中32番目 

　平成17年10月１日現在で行われた国勢調査の速

報が総務省統計局から公表されました。 

　これによると町の人口は6，671人で前回平成12年

時と比べ325人の減少となりました。 

　平成18年３月１日現在、県内市町村では32番目、

村を除くと１番人口の少ない町ということになり

ます。 

２１１ 

２２３ 

１２２ 

２７９ 

２９２ 

１１４ 

１９７ 

１３６ 

１１７ 

２９０ 

２００ 

１４２ 

４５２ 

２６６ 

２７３ 

４０ 

２５５ 

６ 

３８８ 

１７７ 

１２ 

３６４ 

３４２ 

２２７ 

２０８ 

１１９ 

２６ 

２３ 

２８５ 

１３６ 

２４８ 

２９ 

３７ 

７７ 

４８ 

３５ 

１００ 

７７ 

９８ 

６，６７１ 

１０９ 

１０５ 

６４ 

１２９ 

１３６ 

５６ 

９７ 

６８ 

５４ 

１４５ 

１０１ 

６７ 

２１９ 

１２４ 

１３８ 

１６ 

１３２ 

２ 

１８９ 

８２ 

６ 

１６９ 

１６３ 

１１４ 

１０４ 

６１ 

１３ 

１１ 

１４１ 

７４ 

１１５ 

１６ 

１５ 

４０ 

２４ 

１７ 

５２ 

１７ 

３２ 

３，２１７ 

１０２ 

１１８ 

５８ 

１５０ 

１５６ 

５８ 

１００ 

６８ 

６３ 

１４５ 

９９ 

７５ 

２３３ 

１４２ 

１３５ 

２４ 

１２３ 

４ 

１９９ 

９５ 

６ 

１９５ 

１７９ 

１１３ 

１０４ 

５８ 

１３ 

１２ 

１４４ 

６２ 

１３３ 

１３ 

２２ 

３７ 

２４ 

１８ 

４８ 

６０ 

６６ 

３，４５４ 

５５ 

５９ 

３６ 

７１ 

７１ 

２９ 

５２ 

３１ 

２８ 

６３ 

６８ 

４４ 

１４７ 

８９ 

７２ 

９ 

５８ 

１ 

１０５ 

６１ 

５ 

８２ 

６８ 

５４ 

５３ 

２９ 

６ 

７ 

８２ 

３４ 

５９ 

１１ 

１２ 

２１ 

１２ 

１０ 

１ 

１ 

６ 

１，７０２ 

　 野 　  

　 幅 　  

長 尾  

内 山  

長 沢 １  

長 沢 ２  

長 沢 ３  

経 壇 原  

大 平  

一 の 関  

舟 形 １  

舟 形 ２  

舟 形 ３  

舟 形 ４  

紫 山  

向 山  

沖 の 原  

鼠 沢  

西 堀  

木 友  

小 松  

長 者 原  

福 寿 野  

富 田 １  

富 田 ２  

太 折  

馬 形  

瀬 脇  

堀 内  

実 栗 屋  

洲 崎  

横 山  

真 木 野  

新 堀  

西 　 又  

松 　 橋  

光 生 園  

えんじゅ荘 

徳 洲 苑  

合 計  

地区名 人　口 男 女 世帯数 

12，000 2，000

1，900

1，800

1，700

11，000

10，000

9，000

8，000

7，000

6，000

Ｓ
30
年 

Ｓ
35
年 

Ｓ
40
年 

Ｓ
45
年 

Ｓ
50
年 

Ｓ
55
年 

Ｓ
60
年 

Ｈ
２
年 

Ｈ
７
年 

Ｈ
12
年 

Ｈ
17
年 

人口 

世帯 

世帯 
人 2，037

1，997

1，863

1，762
1，741

1，760
1，745 1，749 1，739

1，712
1，702

1
1
，8
9
1

8
，0
2
8

7
，9
2
0

8
，0
3
3

8
，3
9
7

9
，5
4
8

1
0
，9
5
7

7
，8
0
6

7
，5
4
6

6
，9
9
6

6
，6
7
1

町内別人口と世帯数 

舟形町の人口と世帯数の推移 

地区別人口 

長沢 
1，574人 
1，650人 

舟形 

2，825人 
3，021人 

（光生園含む） 

富長 

1，230人 
1，271人 

平成17年 
平成12年 

（えんじゅ荘含む） 

堀内 

1，042人 
1，054人 

（徳洲苑含む） 

　年金は、世代と世代の支え合い制度です。老後の生活保障のためにも、保険料は 

忘れず納付しましょう。 

　保険料を納期限までに支払っていないと、

年金給付を受け取れないことがあります。 

　また、納付期限から２年間を経過すると保

険料を納付することができなくなるため、将

来、受給する老齢基礎年金の年金額が少なく

なったり、受け取れなくなったりする場合が

あります。 

　保険料は、社会保険庁から送付される「納

付書」で、金融機関・郵便局、またはお近く

のコンビニエンスストア、社会保険事務所で

お支払いください。 

忘れると障害・遺族年金を 
　　　　受けられなくなることも！ 

　18年度保険料を１年分一括して前納すると、

現金払いで年間 2，950円、口座振替で年間 

3，490円もお得です。（６ヶ月前納もお得です） 

保険料の納付は【一括前納】がお得！ 

　通常の口座振替は４月分を５月に引き落と

す形になっていますが、５月分を５月に引き

落とす【早割】で申し込むと月額50円もお

得になります。 

※【一括前納】及び【早割】共に申し込みが

必要となります。３月末までに社会保険事務

所22－2050または役場税務国保班（内線31）

で手続きを完了して下さい。 

月々の口座振替は早割がお得です！ 

月額13，860
円です ●平成1

8年度国
民年金保

険料は 

　現在町では、少ない予算でより大きな効果的をあげるため、各制度の見直しを実施してい 

ます。そこで、４月１日から、町の補助金制度等の一部を以下のとおり改正及び廃止します。 

　皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

◆結婚奨励資金利子補給制度 

上限200万円貸し付けの利子補給制度 

　　　　　　現　行　　　４月申請分から 

【利子負担】　無利子　→　　　　２％ 

◆チャイルドシート購入補助金 
　　　　　　　　　（購入費の１/３） 
　３月分の申請まで受け付いたします。 

◆舟形町若あゆの里コミユニティ推進 
　　　　　　事業補助金（上限50万円） 

　宝くじのコミュニティ助成事業は引き続き 

ありますのでご利用下さい。 

◆仲人謝礼金の支給（３万円） 

　仲人の紹介による結婚の場合支給 

◆結婚祝い金の支給（５万円） 

　結婚した方への祝い金 

◆農業後継者記念品 

　農業者の結婚の場合記念品を進呈 

速報 

廃止される制度 

一部改正される制度 
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山
水
を
利
用
し
た
流
雪
溝
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
は 

　
今
年
の
冬
は
例
年
に
な
い
大

雪
で
し
た
が
、
消
雪
の
整
備
な

ど
に
よ
り
交
通
の
便
に
問
題
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
し
か
し
、
流
雪
溝
は
用
途
が

違
い
ま
す
。
軒
下
や
玄
関
先
の

除
雪
に
活
躍
す
る
の
が
流
雪
溝

で
す
。 

　
私
の
住
ん
で
い
る
長
者
原
は

山
手
に
三
光
堰
が
あ
り
、
ま
た
、

町
内
数
カ
所
に
流
れ
出
る
山
水

が
川
に
流
れ
て
い
ま
す
。 

　
県
道
の
側
溝
を
手
直
し
、
こ

れ
ら
の
水
を
利
用
す
れ
ば
、
立

派
な
流
雪
溝
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
　
　
　
叶
内
哲
哉
（
長
者
原
） 

 

【
回
答
】 

　
流
雪
溝
整
備
は
、
住
民
の
方
々

に
お
い
て
も
町
に
と
っ
て
も
、

住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
す
る

上
で
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
小
国
川
に

平
行
し
て
堰
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
有
効
活
用
は
、

維
持
管
理
費
が
安
く
望
ま
し
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
利

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

（
１
）
土
地
改
良
区
や
堰
管
理
組

　
合
と
の
水
の
利
用
調
整 

（
２
）
冬
期
間
の
水
利
権
（
三
光

　
堰
は
、
冬
期
間
取
水
で
き
　

　
な
い
）
な
ど
水
量
の
確
保 

（
３
）
幹
線
水
路
及
び
流
雪
溝
の

　
冬
期
間
管
理 

（
４
）
流
雪
溝
用
の
幅
広
側
溝
の

　
入
替
え 

（
５
）道
路
幅
員
の
確
保 

（
６
）
町
や
県
の
財
源
の
問
題
及

　
び
事
業
計
画
等
へ
の
搭
載 

（
７
）
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
の

　
問
題 

　
こ
の
ほ
か
、
幹
線
水
路
の
改

修
な
ど
色
ん
な
問
題
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
、
地
域
や
利
用
者
と
の
話

し
合
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
事
業
の
実
施
に
あ

た
り
、
権
利
調
整
が
可
能
か
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た

い
考
え
で
す
。 

　
　
　
【
振
興
課
地
域
整
備
班
】 

 

議
会
を
傍
聴
し
て 

 
 

こ
の
度
、
舟
形
小
学
校
区
町

内
会
長
会
で
議
会
を
傍
聴
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
は
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
に
も
活
気
が
な
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
中
に
席
を
立
つ
方
や
遅
れ

て
く
る
方
が
お
り
ま
し
た
。 

　
私
は
町
議
会
議
員
の
数
は
も

う
少
し
少
な
く
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
議
員
さ
ん
の
発
言
は

自
分
の
出
身
町
内
会
の
事
が
多

い
よ
う
で
し
た
。
出
身
町
内
会

だ
け
の
議
員
で
は
な
い
の
で
、

も
う
少
し
町
全
体
の
事
を
考
え

て
ほ
し
い
し
、
も
っ
と
活
気
あ

る
議
会
に
し
て
ほ
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
庄
司
栄
蔵
（
太
折
） 

 

軽自動車税のお知らせ 

　軽自動車税は４月１日現在の 

住所地で課税となりますので、 

所有者変更や住所変更、廃車等 

の異動がある場合は４月１日ま 

でに届け出をして下さい。 

�問い合わせ/町民課 

　　　税務国保班（53・54） 

　３月定例町議会に於いて18年度当初予算が下記の通り可決、 

成立しました。 

 

【一般会計】　31億9,400万円（対前年比　△0.9%） 

 

【特別会計】 

　○国民健康保険事業　6億3,900万円（対前年比 △0.6%） 

　○老人保健事業　　　8億1,890万円（対前年比  15.7%） 

　○介護保険事業　　　5億4,960万円（対前年比  10.9%） 

　○簡易水道事業　　　1億6,000万円（対前年比 △62.6%） 

　○農業集落排水事業　3億 690万円（対前年比  17.5%） 

　○公共下水道事業　　2億3,110万円（対前年比 △41.0%） 

 

　厳しい財政事情の中、一般会計と特別会計合わせて、対 

前年比△6.3％の予算となった。平成18年度は「自立」を 

目指して、「協働」によるまちづくりの推進、少子化対策 

のための子育て支援事業、舟形町の将来を担う子ども達の 

ための事業、また、福祉の充実のための事業などに重点的 

に配分し、予算を編成したところです。  

　詳しい内容については、４月号でお知らせいたします。 

平成18年度予算速報 

.

　人と予算は使うもの? ! 間違い
は認めるな? ! 役人根性全開の県
庁のエリートが田舎のスーパー
にやってきた！ 
　織田裕二、柴咲コウ主演、映
画化原作!!手に汗握る、役人エン
ターテイメント！最後にスカっと
する気持ちのいい小説です!!

　狂言、川柳、落語―、笑いの伝統が数

多くあるのに、なぜ現代人は笑いの力を

忘れてしまったのでしょうか。笑いを深

く考えてきた三人の識者が、古今東西の

笑いを考察。 

　人間の生き方や社会の仕組みを相対化

し、そのあり方を再発見させる笑いの効

用を論じた、シンポジウムの記録です。 

カ
サ
カ
サ
と
雪
に
耐
え
た
る
笹
の
葉
の
山
道
行
け
ば
春
風
に
ゆ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

風
邪
に
臥
し
雑
草
積
り
へ
即
興
の
雨
の
名
曲
労
り
か
と
も 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

冷
え
込
み
て
朝
一
面
に
木
花
咲
く
里
の
山
々
思
ひ
出
し
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

八
十
路
に
も
ち
ゃ
ん
付
け
で
呼
ぶ
友
の
ゐ
て
昔
に
も
ど
り
話
は
ず
み
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

笑
ひ
あ
り
戒
め
の
あ
り
論
し
あ
り
と
ん
と
昔
に
頷
く
老
ひ
ら 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

先
が
け
て
梅
咲
き
初
む
る
広
き
庭
行
事
持
つ
人
の
居
り
て
温
く
と
し 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

生
か
さ
れ
て
父
母
の
齢
を
は
る
か
過
ぎ
目
薬
を
さ
す
明
け
昏
れ
と
な
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

吹
雪
く
夜
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
活
と
ふ
孫
に
好
み
の
上
鮪
買
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

春
の
日
に
洗
は
れ
た
る
ご
と
出
で
き
た
り
光
り
増
し
ゆ
く
四
方
の
山
々 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

あ
と
わ
ず
か
惜
し
む
思
い
の
こ
の
厨
房
心
新
た
に
雪
解
を
待
つ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
雅
　
子
（
光
生
園
） 

如
月
に
産
声
あ
げ
た
初
孫
の
顔
を
の
ぞ
け
ば
疲
れ
忘
る
ゝ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
ち
づ
子
（
光
生
園
） 

あ
と
わ
ず
か
我
が
子
の
受
験
が
ん
ば
れ
と
思
い
は
ひ
と
つ
希
望
の
道
へ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
東
海
林
　
金
　
光
（
光
生
園
） 

な
ご
り
雪
お
世
話
に
な
り
し
子
の
恩
師
感
謝
を
贈
る
晴
れ
の
宴
に 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
久
　
子
（
光
生
園
） 

 

【
千
風
会
「
早
春
」
】 

時
に
舞
ふ
弥
生
淡
雪
か
が
よ
ひ
て
こ
こ
ろ
の
扉
こ
と
り
と
ひ
ら
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

太
陽
と
春
を
か
た
ら
ふ
福
寿
草
黄
金
色
の
光
に
目
覚
め 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

く
り
か
へ
し
日
射
に
あ
て
る
鉢
植
福
寿
草
蕾
六
つ
ま
だ
春
寒
し 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

空
仰
ぎ
ほ
ほ
ほ
こ
ろ
ば
す
蕗
ノ
薹
よ
う
や
く
の
ぞ
く
淡
き
き
み
ど
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
）

冴
へ
か
え
り
冴
へ
か
え
り
つ
つ
早
春
の
彼
岸
呼
ぶ
声
の
ぼ
り
ゆ
く
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

新
宅
の
窓
よ
り
眺
む
青
き
空
六
色
の
草
花
ち
り
ば
め
て 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

風
花
の
日
和
の
道
を
の
ぼ
り
ゆ
く
山
門
の
木
斛
よ
千
年 

※
木
斛
…
椿
科
の
大
木
と
な
り
夏
に
白
い
小
花
を
つ
け
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

   

ポ
ス
ト
へ
と
虎
落
笛
背
押
す
里
ご
こ
ろ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

木
に
上
着
あ
ず
け
て
片
す
庭
の
雪 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

ゆ
っ
た
り
と
落
日
淡
き
雪
解
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

雪
雫
生
命
眩
し
き
芽
吹
き
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

鳥
海
山
を
背
に
し
白
鳥
帰
る
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

小
国
川
水
音
の
し
て
春
近
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

出
羽
国
の
ま
だ
ま
だ
眠
し
鬼
や
ら
ひ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

雪
深
く
隠
れ
て
淋
し
隣
家
の
灯 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

鉢
植
の
蕾
ふ
く
ら
む
四
温
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

出
口
な
き
雪
の
ト
ン
ネ
ル
白
き
闇 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

ふ
る
里
の
子
供
と
共
に
雪
ま
つ
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

鮎
の
香
も
川
の
香
も
み
な
懐
か
し
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

見
上
げ
れ
ば
雪
の
か
ぶ
る
ゝ
赤
い
柿 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

こ
の
寒
さ
行
き
つ
戻
り
つ
春
近
し 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
下
　
田
　
　
　
篤
（
光
生
園
） 

ト
リ
ノ
五
輪
聖
火
に
喚
声
幕
あ
け
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

北
国
の
吹
雪
き
び
し
き
旅
路
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

豆
を
撤
く
笑
顔
の
わ
が
子
福
を
呼
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
樋
　
渡
　
良
　
子
（
光
生
園
） 

東
風
吹
い
て
散
歩
ま
じ
か
な
頃
と
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

太
り
ゆ
く
崖
の
氷
柱
の
薄
み
ど
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

吊
雛
の
ひ
と
り
は
笛
を
奏
で
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

消
雪
の
闇
に
奏
で
る
水
の
音 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
山
　
本
　
征
　
行
（
堀
　
内
） 

地
藏
堂
濡
ら
す
峠
の
春
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

 

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

  

先
月
号
の
短
歌
中
、
景
山
晃
佑
さ
ん
と
高
山
明
子
さ
ん
の
作
品
が
逆
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

  

ま
た
、
景
山
晃
佑
さ
ん
の
短
歌
中
「
尾
根
」
を
「
山
」
に
、
沼
澤
千
鶴
子

さ
ん
の
短
歌
中
「
寒
婦
」
を
「
寡
婦
」
に
訂
正
し
ま
す
。 

 

山
水
を
利
用
し
た 

　  

流
雪
溝
を
考
え
て
は 

議
会
を
傍
聴
し
て 

運
行
廃
止
の
危
機
、
存
続
へ
ご
協
力
を
。
新
庄
〜
堀
内
線
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
�32ー2111 　25

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

内 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
４月の若あゆ温泉の休館日は、４月12日（水）、26日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
２月のタバコ税は1,344,114円 

新庄警察署からのお知らせ 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

県
庁
の
星
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
館
） 

笑
い
の
力 

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
波
書
店
） 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

～私たちの街に暴力団はいりません～ 

ひ 

も
っ
こ
く 

も
　
が
　
り 

か
た 

し
ず
く
い
の
ち ・

・ 

　飲食店経営者らに２～4,000円の盆栽を押し付け、場所代、用心 
棒代の名目で１～３万円の現金を脅し取っていた新庄市内の暴力団 
幹部ら５人を、恐喝で逮捕検挙しました。暴力団は、勢力を拡大す 
るために、資金源として飲食店等をねらっていました。 

「暴力追放三ない運動」 
・暴力団を恐れない・暴力団に金を出さない・暴力団を利用しない 

広
報
に
寄
せ
ら
れ
た 

は
が
き
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

郵　便　は　が　き 

17｜広報ふながた18.3 広報ふながた18.3｜16



　
今
回
の
テ
ー
マ
は【
喫
煙
】で
す
。 

　
近
年
、
若
年
者
の
喫
煙
率
が
急
激
に
上
昇
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
20
代
女
性
で
は
こ
の
10
年
で
10
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。（
※
グ
ラ
フ
①
参
照
） 

　
喫
煙
は
、
受
精
能
力
の
減
少
と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
外
国
で
は
妊
娠
し
に
く
い
と
の
調
査
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
流
産
、
妊
娠
中
出
血
、
早
期
破
水
な
ど
と
関
連
が

深
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。（
※
グ
ラ
フ
②
参
照
） 

        

　
妊
娠
中
に
た
ば
こ
を
吸
っ
た
人
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
出
生

時
の
体
重
が
、
吸
わ
な
い
人
の
子
ど
も
よ
り
約
150
ｇ
小
さ

く
、
身
長
も
低
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
因
果
関
係
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
に
先
天
異

常
児
の
発
生
率
が
高
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。  

               

子
ど
も
の
発
育
や
健
康
に
も
次
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。 

�
肺
炎
や
気
管
支
炎
に
な
り
や
す
い
。 

�
ア
ト
ピ
ー
体
質
の
場
合
は
ぜ
ん
そ
く
な
ど
を
招
き
や
す
い
。 

�
長
い
間
、
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
か
ら
だ
や

　
知
能
の
発
育
に
も
悪
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。 

�
誤
飲
事
故
に
つ
な
が
る
。
（
た
ば
こ
半
分
で
致
死
量
の

　
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
る
） 

�
や
け
ど
の
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。 

 

　
親
が
吸
っ
て
い
る
と
子
ど
も
に
も
喫
煙
の
習
慣
が
つ
き

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
禁
煙
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。 

 

◆
ニ
コ
チ
ン
に
支
配
さ
れ
な
い
で
！ 

　
最
後
に
、
た
ば
こ
を
吸
う
と
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
集
中
力
が
上
が
る
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
ニ
コ
チ
ン
切
れ
が
元
に
戻
っ
た
だ
け
で

す
。
つ
ま
り
ニ
コ
チ
ン
切
れ
の
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
た

だ
け
の
こ
と
で
す
。 

ニ
コ
チ
ン
に
支
配
さ
れ
な
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

3.2 

3.1 

3.0 

2.9 

2.8

（kg） （㎝） 

50 

49 

48
男 女 男 女 

妊娠中にたばこを吸うと、赤ちゃんの 
体格に影響を及ぼす 

出生時の平均体重 

妊娠中の喫煙と出生時の体格 

出生時の平均身長 

非喫煙妊婦 

喫煙妊婦 

20歳代女性の喫煙率 
（日本たばこ産業　全国喫煙者率調査） 

1965

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0
70 75 80 85 90 95 0

喫煙率（％） 

① 

② 

２月２日～３月１日届出分 

幅 

内　山 

長沢３ 

舟形４ 

紫　山 

西　堀 

長者原 

洲　崎 

90（太　一） 
82（春　行） 
80（啓　一） 
89（二三男） 
79（信　子） 
85（清一郎） 
82（春　樹） 
93（正　明） 

伊藤　イハ 
伊藤　三吉 
叶内　昌子 
太田タカヲ 
横瀬とき子 
半田　　孝 
叶内好五郎 
森　ミドリ 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,228人 

：3,421人 

：6,709人 

：1,899世帯 

（－５） 

（－６） 

（－11） 

（±０） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,621人 
女性　2,826人 計5,447人 

(3／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

2
28

 

舟形４ 

 

長者原 

 

富田１ 

大場　愛弓 
 
豊岡　将太 
 
�橋　彩織 

（　　） 
 
（　　） 
 
（　　） 

あゆみ 

しょうた 

いおり 

政　人 
裕　子 

将　志 
香　織 

□お誕生おめでとう ◆ 

勝　英 
行　子 

ニコチン・ 
一酸化炭素の 
赤ちゃんへの影響 

母乳にも悪影響 

ニコチン 

流産 
死産 
早産 
SFD児＝妊娠週数にくらべて 
　　　　体重が軽い 

胎児・胎盤の酸欠 
胎児の発育障害 
胎盤の退行性変化 

ニコチン 
一酸化炭素 

血管収縮 
子宮血流量の低下 
ヘモグロヒンと結合 

19｜広報ふながた18.3

町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
 

総務課　No.252
４月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

20日（木） 

19日（水） 

18日（火） 

 

.

（
東
京
都
） 

～ 交通事故増加 ! んだから交通マナーアップ ～ ～ 交通事故増加 ! んだから交通マナーアップ ～ 

　春は、通行に不慣れな新入学（園）児が交通社会に 

参加するとともに、社会活動が活発化する時期で、 

交通事故の多発が懸念されます。 

　このことから、交通安全思想の普及・浸透を図り、 

正しい交通ルール・マナーの実践を習慣付け、交通 

事故を防止しましょう。 

３つの重点項目 

１，自転車の安全利用の推進 

２，シートベルトとチャイルドシートの正しい着用 

　　の徹底 

３，交通マナーアップの推進 

①止まる…道路を渡る時は、道路の端で必ず一度止 

　まりましょう。 

②見る…止まったら、近くに横断歩道や信号がない 

　かよく見ましょう。 

③待つ…右と左を見て、近づいてくる自動車が通 

　り過ぎるまで待ちましょう。 

自動車は、急に止まれない 

 

　
こ
ん
に
ち
は
☆
お
久
し
ぶ
り
で
す
！
準
ミ

ス
若
鮎
の
丹
羽
真
由
実
で
す
。
皆
さ
ん
お
元

気
に
し
て
ま
し
た
か
？ 

　
私
は
先
日
、
研
究
室
の
友
達
と
卒
業
旅
行

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
こ
で
問
題

で
す
!!
写
真
を
見
て
、
ど
こ
の
国
に
行
っ
た

か
わ
か
り
ま
す
か
？
？
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
建
物
を
バ
ッ
ク
に
豪
華
な
噴
水
☆
思
わ
ず

ウ
ッ
ト
リ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
あ
、
分
か

り
ま
し
た
？
正
解
は
…
〝 

中
国 

〞
な
ん
で
す
！

皆
さ
ん
分
か
り
ま
し
た
？
洋
風
な
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
公
園
は
上
海
に
あ
る
「
人

民
広
場
」
な
ん
で
す
よ
。 

　
私
が
入
っ
て
い
る
研
究
室
に
は
中
国
人
留

学
生
が
３
人
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

１
人
、
上
海
出
身
の
同
期
に
案
内
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
知
ら
な
い
国
へ
行
っ
た
時
に

現
地
の
知
り
合
い
が
い
る
と
大
変
心
強
い
で

す
ね
。
全
て
通
訳
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
私

達
は
中
国
語
を
話
さ
な
く
て
済
ん
だ
く
ら
い

で
す
（
笑
）
。
さ
ら
に
現
地
で
は
、
留
学
生

の
ご
家
族
が
「
日
本
か
ら
よ
く
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
」
と
ば
か
り
に
大
変
歓
迎
し
て
く

だ
さ
り
、
毎
日
お
も
て
な
し
を
受
け
た
ん
で
す
。

グ
ル
グ
ル
と
回
る
中
華
料
理
の
テ
ー
ブ
ル
に

乗
り
切
ら
な
い
程
の
お
料
理
！
そ
れ
を
〝 

出

さ
れ
た
も
の
は
残
さ
ず
食
べ
な
さ
い 

〞
と
育

て
ら
れ
て
き
た
私
達
は
必
死
で
食
べ
ま
し
た
。

し
か
し
、
食
べ
て
も
食
べ
て
も
お
料
理
が
出

て
く
る
出
て
く
る
。
重
く
て
テ
ー
ブ
ル
が
回

ら
な
い
こ
と
も
！
お
か
げ
で
中
国
滞
在
一
週

間
で
か
な
り
〝 

ふ
く
よ
か 

〞
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

　
帰
国
間
際
に
知
っ
た
の
で
す
が
、
中
国
で

は
も
て
な
す
側
は
沢
山
の
お
料
理
を
出
す
事

で
お
客
を
歓
迎
し
て
い
る
と
い
う
事
を
表
わ
し
、

ま
た
も
て
な
し
を
受
け
る
側
は
礼
儀
と
し
て

残
す
の
が
通
常
だ
そ
う
で
す
。
逆
に
全
て
の

お
料
理
を
食
べ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
も
て

な
し
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
、
相
手
に
対
し
て
大
変
失
礼
な
の
だ
と
か
。

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
私
達
。
誤
解
を
与
え

て
い
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
け
れ
ど
…
。
次
か

ら
海
外
へ
行
く
時
は
、
も
っ
と
勉
強
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。 

　
さ
て
、
３
月
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
週
間
。

年
度
末
で
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
方
や
、
春

休
み
を
満
喫
し
て
い
る
お
子
さ
ん
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

悔
い
の
な
い
締
め
括
り
を
し
た
い
で
す
よ
ね
。

そ
し
て
来
年
度
も
素
敵
な
一
年
に
し
た
い
で

す
ね
☆ 

 

 

４月６日(木)から『春の交通安全県民運動』が始まります。 

今回の運動は 

【子供と高齢者の交通事故防止】が運動の基本です。 

まもろうね！３つのおやくそく 

自動車が来ていなければ渡る 

通信通信  通信  
Vol.65Vol.65

（写真左：丹羽さん） 
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３
月
と
い
え
ば
学
生
生
活
を
し
め
く
く
る
卒

業
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
そ
の
ま
た
一
方
で
は
、

甘
く
切
な
い
恋
愛
ド
ラ
マ
が
…
。 

　
そ
ん
な
青
春
時
代
の
想
い
出
と
共
に
心
に
残

る
の
が
「
卒
業
ソ
ン
グ
」。 

　
そ
の
歌
詞
に
思
い
を
重
ね
涙
し
、
ま
た
、
新

た
な
旅
立
ち
を
決
意
す
る
人
も
多
い
の
で
は
。 

　「
な
ご
り
雪
」（
イ
ル
カ
）、「
春
な
の
に
」（
柏

原
芳
恵
）、「
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
」（
Ｈ
２
Ｏ
）、

「
さ
く
ら
」(

森
山
直
太
朗)

な
ど
様
々
な
卒
業

ソ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
が
、
タ
イ
ト
ル
に
卒
業
と

付
く
曲
は
、
実
に
164
曲
も
あ
る
ん
で
す
。  

　
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
卒
業
ソ
ン
グ
を
思
い
出
し

ま
す
か
？ 

　
30
代
前
半
の
私
の
卒
業
ソ
ン
グ
は
…
や
っ
ぱ

り 

B'z
の
「
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
で
す
ね
。  

                        

　
　
　
　
　 

　 

（
ま
さ
） 

 

　
「
広
報
ふ
な
が
た
」
を
有
料
で
発
送
い
た
し

ま
す
。 

　
町
外
へ
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
や
親
戚
、
知

人
、
友
人
に
「
広
報
ふ
な
が
た
」
を
送
り
た
い

と
い
う
方
は
、
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
広
報
担
当

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

　
◆
料
金
：
１
部
１
３
０
円
（
送
料
込
み
） 

あとがき 
postscript

　
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
連
載
『
川
・
生
き
・
活
き
』

も
早
い
も
の
で
今
回
が
最
後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

年
間
お
付
き
合
い
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
最
後
の
テ
ー
マ
は
稚
鮎
放
流
で
す
。
小
国
川
で
は

毎
年
７
月
１
日
に
鮎
釣
り
が
解
禁
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

合
わ
せ
、
５
月
下
旬
に
稚
鮎
の
放
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
そ
の
稚
鮎
育
成
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

放
流
す
る
稚
鮎
は
体
重
６
ｇ
程
度
で
す
が
育
成
開
始
時
は
な

ん
と
体
重
0.6
ｇ
と
い
う
非
常
に
小
さ
な
も
の
な
の
で
す
。
そ

の
た
め
人
間
の
子
供
と
同
じ
よ
う
に
病
気
や
ケ
ガ
に
な
り
や

す
く
、
非
常
に
慎
重
に
育
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
注
意
が
必
要
な
点
は
使
用
す
る
地
下
水
の
水
質
で
、
人
間

が
飲
む
こ
と
が
で
き
る
水
質
よ
り
も
は
る
か
に
厳
し
い
水
質

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。  

　
山
形
県
内
に
は
数
カ
所
の
稚
鮎
育
成
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
卵
は
す
べ
て
小
国
川
か
ら
採
取

さ
れ
て
い
ま
す
。
長
者
原
・
富
田
地
区
の
小
国
川
で
は
毎
年

10
月
、
鮎
が
産
卵
期
を
迎
え
て
川
を
下
り
始
め
る
と
親
鮎
が

捕
ま
え
ら
れ
、
県
の
施
設
で
採
卵
・
人
工
孵
化
さ
れ
た
後
、

小
国
川
や
他
の
河
川
へ
と
巣
立
っ
て
い
く
の
で
す
。 

　
舟
形
町
産
の
稚
鮎
は
全
国
的
に
も
評
判
が
良
く
、
放
流
用

と
し
て
他
県
か
ら
の
注
文
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
小
国
川
の
鮎
は
す
で
に
全
国
へ
の
ト
ビ
ラ
を
開
け
、
動

き
始
め
て
い
る
の
で
す
。 

 

 

シリーズ　川・生き・活き その� 

この紙は再生紙を使用しています 

『
稚
鮎
放
流
』 

広報ふながた18.3｜20


